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第 1部　データから捉えたキャッシュレス市場
の変化

金融マーケティング研究会、金融システム研究会 9

月のセミナーを始めさせていただきたいと思います。
本日は、「キャッシュレスを巡る最新動向と競争環

境の変化～コロナ禍のなかで変わった勢力図とこれか
らの課題～」というテーマで話をさせていただきます。

Slide 2　本日のアジェンダ

本日のアジェンダは 2ページにあるとおりですが、
まず第 1部として、「データから捉えたキャッシュレス
市場の変化」ということで、各種統計の数字を紹介し
ながら、キャッシュレス市場の規模がどういうふうに
変わってきているのかということと、その中で少し勝
ち組と負け組というのが出てきているのかなとも感じ
ますので、そういうお話をさせていただいて、あとは、
与信ビジネスですね、決済に絡むものもあればロー
ンのようなものもありますけれども、与信ビジネスが
非常にコロナ禍の打撃を受けている。なかなか回復
の兆しも見えない。そんな現状について話をさせて
いただきます。
第2部で、「政府の施策が引き起こす勢力図の変化」

というお話をさせていただきたいと思います。
まず、本編は、第 1部として、データで見たキャッ

シュレス市場についてお話をさせていただきたいと思
います。
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2021 年 9 月度合同研究会
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1.キャッシュレス市場の概観とコロナ禍の影響

Slide 3　キャッシュレス市場の規模（2020年）

「キャッシュレス市場の規模」です。2020年の暦年
の数字になります。
クレジットカード、デビットカード、電子マネー、コー

ド決済の 4つの決済手段の市場規模を並べてみまし
た。クレジットカードは日本クレジット協会、デビット
カードと電子マネーは日銀の「決済動向」、QRコード
決済はキャッシュレス推進協議会の「コード決済利用
動向調査」の数字を基に、その 4つの決済手段の取
扱高、決済額を足してみますと、2020年は85兆8,198

億円になって、民間最終消費支出に対するキャッシュ
レスの額の割合は 29.8％で、ほぼ 3割まで高まった
ということがいえます。
この 4つのキャッシュレス集団の構成比を見てみま

すと、クレジットカードが昨年 19年の 89.7から 86.8

に若干シェアを落としています。その代わりに、コー
ド決済が 1.2 から 3.7に上がってきているという動き
にあります。デビットカードも若干増えました。電子
マネーはほぼ横ばい。
シェアで見るとそういう動きになっています。

Slide 4　クレジットカード市場（年間取扱高の 

推移）

これが「クレジットカード市場」です。このグラフは
途中の 12年と 13年で切れていますけれども、統計
の集計手法が変わりまして、連続性がないものです
から、12年と 13年の間が空いていますけれども、
基本的には右肩上がりでずっと成長を続けてきたとい
うところです。
この 19年と 20年のところを見ていただければい
いですが、19年の 73.4兆円から 20年は 74.5兆円
と、ほんのわずかしか増えなかった。1兆円ちょっと
の増加しかなかったということで、ここで足踏みの状
態になってしまったということです。マイナスにはな
らなかったですけれども、非常にわずかな増加にとど
まった。
これは言うまでもなくコロナ禍の影響で、クレジット

カードは T&E（トラベル & エンターテインメント）の
分野に非常に強いわけですけれども、非常事態宣言
とかまん延防止等重点措置などが繰り返し出されたこ
とによって、そういうT&E関連の需要が非常に落ち
込んだ。あるいは、高額商品ですね、百貨店の売上

げなども落ち込んで、クレジットカードの得意とする
市場がシュリンクしてしまったということで、大きな打
撃を受けたわけです。
対して、ECですとか、日常品を買うスーパーマー

ケット、コンビニエンスストアなどの売上げはむしろ
逆に伸びたのですけれども、なかなかほかの市場の
落ち込みをカバーすることができなくて、何とか増勢
は保ったけれどもいままでどおりの成長ができなかっ
たというのが、クレジットカードの実態であります。
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Slide 5　クレジットカードの回復力（増減率の 

推移）

ただし、足元の状況はどうかということを見てみま
すと、これは経済産業省の「特定サービス産業動態統
計調査」で月間のカードショッピング取扱高が前年同
月でどれだけ伸びたか減ったかを示したものです。そ
れがこの青い線です。
そうしますと、20年の 4月、5月から前年を割る

マイナスが続いているという状態で、この 21年 4月、
5月というのは、昨年落ち込んだ反動で伸び率が跳
ね上がっている。反動増というバイアスがかかってし
まっているので、それを除いて捉えてみますと、なか
なか元に戻れていない状況になっています。
ただし、コロナ禍の前の 19年と比べてみるとどう

かというのを、前年同月比増減率ということで赤い線
で示しておりますけれども、これを見ると、一昨年の
数字よりは今、足元では上回っている状況になってい
るということなので、旅行関係とかそういう需要が全
然回復していない中でも、19年と同じ水準になって
いるということは、これは決して悪いことではないの
じゃないかというふうにカード業界の方は見ていらっ
しゃいます。
ですから、そういう意味で、クレジットカードは、
足元では堅調に回復基調をたどっているという見方が
一般的だと思います。

2.キャッシュレス市場の勝ち組・負け組
Slide 6　主要カード会社の２０年度の取扱高

これは、ちょっと決算期が違うので期間が各社ばら
ばらですけれども、20年度の取扱高を各社、主要企
業のグループの数字を並べてみたものです。
ショッピングの増減の率ですけれども、軒並みマイ

ナスのところが多いですね。
ただ、そういう中にあってもこういう三井住友カード

さんを中心にした VJAグループ、楽天カード、トヨタ
ファイナンス、エポスカードという、もともと成長力が
非常に強いカード会社は、コロナ禍の中にあっても取
扱高を伸ばすことができたということです。
楽天カードさんは、もともと年率 2割、3割近い伸
長率で成長を続けていましたけれども、楽天カードは
このコロナ禍においても去年の 4月、5月を含めて、
前年同月比で一度もマイナスにならなかったというん
ですね。やっぱり、それだけ非常に高い成長力を持っ

ているということです。こういういろんなイベントリス
クが起こると、成長力の強いところと弱いところの差
がより鮮明に出てくるということが言えるのではない
かと思います。
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Slide 7　デビットカード市場

これは「デビットカード市場」です。
デビットカード市場もそれなりに伸びていまして、

20年度の決済額は 2兆 2,665億円で、23.9％増え
ました。決済件数は増減率としてはもっと高い水準に
あります。
このデビットカードの数字は、Jデビットとブラン

ドデビットを合わせた数字です。日銀の「決済動向」
の調査対象は、ブランドデビットについては JCBと
VISAだけなので、MasterCardは入っていない。た
だし銀聯が入っているという、そういう統計なので、
市場全体を網羅しているわけではないですけれども、
成長していることがうかがえるということです。
右の四角にはブランドデビットの発行銀行を書い

てあります。ブランド別に VISAとMasterCardと
JCB。どのブランドでどの銀行が発行しているかとい
うのを編集部で調べたものですけれども、昨年の夏と
今年の夏を比べて、新たにブランドデビットを発行し
始めた銀行というのは、実は、ここにある肥後、佐賀、
みんなの銀行、この 3行だけです。ですから、法人
向けも含めて、今、ブランドデビットの発行銀行とい
うのは 60行になったのですけれども、昨年から比べ
ると3行しか増えていなくて、ブランドデビットの発行、
イシュアの広がりというのはあまり広がっていないと
いうのが現実です。
これが、今後どんなふうにブランドデビットの市場
が増えていくのかというのが、あまり発行銀行が増え
ないと、そのうち成長がちょっと鈍ってくる局面も出て
くるのではないかというふうに想像をしています。

Slide 8　電子マネー市場

これは「電子マネー市場」です。
電子マネーは、2013～ 15年くらいは 2桁成長を
続けていて非常に伸びてきたんですね。それが 17

年に 1.4％増と、失速をしました。そこからちょっと回
復をしていて、また 20年、これはコロナ禍の影響も
あったところですけれども、2.4％増ということで、や
はりまた成長が鈍ったというところがあります。

2017年に1.4％ということで微増にとどまったのは、
イオンリテールさんが現金でもWAONポイントがた
まるカードというのを発行したんですね。WAONポ
イントが現金でもたまるのだったら、何もWAONに
一々チャージして使うことはないじゃないかということ
になって、WAONの取扱高が大分減ったという、そ

ういう時期に重なっています。WAONのシェアとい
うのは非常に高いものですから、WAON がそうやっ
て取扱高を減らしたことで市場全体が伸び悩んだの
ではないかと言われています。
今回、20年は、そのときに次ぐぐらいの成長にと

どまってしまっているということで、特に決済件数に
関して言えば、マイナス 9.9ということですね。大分
減ってしまいました。
ただ、右の肩のところにある四角の中、JCBさんの

アンケート調査なんかで、「電子マネーをどこで使い
ますか？」という質問の回答を見てみますと、ベスト 3

は「コンビニ」、「鉄道・地下鉄・バス」、「スーパーマー
ケット」となっています。ですから、コンビニもスーパー
マーケットもコロナ禍でむしろ売上げは増えています
よね。
イオンフィナンシャルの電子マネーの取扱高も、20

年度は 25.3％増加しています。ここで「前年同期間比」
と書いていますけれども、これは実は 19年度に 11

か月の変則決算をしているものですから、19年度と
20年度を単純に比べるとなんか伸びが非常に大きく
見えちゃうものですから、19年度の数字をやはり同じ
期間の 12 か月分の数字を拾ってみて計算すると、こ
ういう数字、伸び率だということで、必ずしも悪くな
いですね。


